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●日　時／令和６年８月５日（月） 14時00分から16時30分
●場　所／高知県立高知青少年の家 伊野（吾川郡いの町天王北1丁目14番地）

●出席者／41名

●中嶋会長あいさつ
　どうもこんにちは。会長をやらせていただいてます、中嶋です。
　今日は、暑い中、ま
た遠い中、御苦労さま
でございます。いつも
多くの方が集まって
いただいてます。去年
は小規模林業推進協
議会の会員と市町村
の職員の方々を呼ん
で、会合を持ちまし
た。東で１回やって、
西で１回やらせてもらったんです。そのとき、作業道の補助金が１ｍ
あたり2,000円以上つかない市町村からこられている方がいらっ
しゃいました。今日の午前中も、そういう方の対応をしていたんで
すが作業道の補助が少ないということで、２年間林業をやめてる状
況に陥ってます。小規模林業では作業道の補助が2,000円以上ない
となかなかできません。作業道は規模が小さくても使い続けられ
る、次の間伐も、その次も。そういう道ですから、規模の大きな事
業体とはちょっと思想が違うんですけど、そういう思想が違うや
つも、ちゃんと補助の対象にしてほしいということで、今、要望を
あげています。
　あと、最近のトピックで言うと土砂災害がありますが、実は林業
がかなり絡んでます。今の林業は、植えてから50年で皆伐してい
て、日本の林業界ではバランスの取れた状態だといっていますが、
それは早いぞ、という話なんです。
　このサイクルを見ると、植林して、下刈りして、除伐して、その
次、伐採する。伐採時には林業専用道路、幹線作業道を大きい幅で
入れてます。作業道は完全に裸地で、大型機械を使ってやってるこ
ともあって、ここからかなり土も削られて出ていきます。
　ヨーロッパやアメリカの山に比べて、日本の山は非常に急峻な
ので雨による浸食の影響が大きく、土砂流出による災害が起きや
すいです。また、高知県は破砕帯が多く、曲がった尾根の内側に林
道を入れると林道の崩壊が発生しやすいですので、林業をやる上
で知っておくことが非常に重要です。真砂土や破砕帯の多いとこ
ろでは、大きな施業をやると崩れてしまいます。
　今の日本は50年で全部切って回そうというのが定着しています。
最近は、さらにバイオマス発電所がどんどん建築されて、自給率を
上げるために、今、ここへどんどん供給して、日本全国で切られた

木の６割がパルプかこの発電で使用されている状況があるわけで
す。今の日本の林業は非常に大きな機械を入れて、大きなビジネス
としてやっていますが、搬出コストが非常に高いなかで、こういう
林業、日本の立地に合っているのかという話です。
　逆にこれらと裏腹になるんですが、ヨーロッパなどと異なって、
急峻に入り組んでる日本は高齢樹化が可能なんです。日本ほど高
齢樹になるような木があるところは珍しいです。県外には100年を
超える木を育てている方もいらっしゃるのですが、小さい作業道
で林業をやっています。作業道のプロが作った道だと、40年前に
作ったものをそのまま使っていたりして、既存の林業ではありえ
ない道を作っているんです。100年を超える、スギ・ヒノキの山は
めちゃくちゃ儲かります。
　40年以上、間伐施業をやってきた徳島県の作業道のプロの人工
林は、すばらしくて、みんな見に来たがります。みんなにとって、
この人工林は森づくりの学びの場となっていて、多くの林業関係
者や研究者が訪れる。そして、僕たちが経験したのと同じように、
訪れた人々はその森の豊かさに驚き、癒やされて帰っています。
　今の林業は売上げが管理費の半分くらいで経済的に合っていな
くて、補助金で動いてます。この補助金頼みの林業をこのまま続け
ていいのかという話です。けれど今は、このやり方で業界が動いて
るので、これを私たちが全部、否定しているわけではない。それは
それで動くんだろうが、やっぱりそうじゃない林業もきちんとサ
ポートしないといけないです。

　小規模林業のメンバーもきちっとした施業を、ストイックな多
間伐施業、2～2.5メートルの道を入れて、ちゃんとやっていけれる
状態を創出したいです。環境保全型の林業を、小規模林業推進協議
会は目指すんだと。大量生産型の林業もありますが、そういうやり
方もやりましょう。
　どうもありがとうございました。

1. 令和６年度高知県小規模林業推進協議会通常総会及び第1回協議会

その他活動事例については、
以下のURL内に掲載中です。▶▶▶▶▶▶▶▶
https://kochi-shoukiborin.jp/
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2. ワークスタイル

一般社団法人「もりとみず基金」について

作業プランニング研修

もりとみず基金
林業人材育成研修「作業プランニング研修」
今回は、「もりとみず基金」が開催しました林業人材育成研修をご紹介します。

開催日 研修内容

10月9日 ●山林の見積り、森を見る目を養う
・10ｍ×10mの標準地調査から対象林地内に存在する材積を概算
・出材量を試算
・作業必要量と利益率を試算

10月10日 ●効率的な作業のプランニング、木取りの見極め
・1日目の試算を元に、地形や路網配置、所有機械も考慮して、

最も効率的な作業をプランニング
・具体的に1本伐倒し、実際の材積を計測
・木材価格表を見ながら、最適な木取り（造材）について解説

10月11日 ●現場に応じた作業プランニング
・２日目とは異なる現場で、０から作業プランを検討
・ひとつの対象地を複数のエリアに区切って、それぞれで作業

システムを解説
・キャッシュフローも見越した作業の段取りを具体的に検討

10月12日 ●住宅近くの山林のプランニング
・山地災害の危険度の高い山林について、山地保全も考慮した

作業内容の解説
・間伐遅れ林の見立てと林況改善について解説

　「もりとみず基金」は土佐町、本山町と香川県高松市の３自治体の
共同出資により、令和６年１月に設立されました。
　同基金では、早明浦ダムが位置する嶺北地域と、早明浦ダムを利
用する高松市が連携し、持続可能な森林経営と森林の多面的機能を
最大限に発揮できる仕組みづくりの実現を目指しており、以下のよ
うな役割を実践しています。

地域循環共⽣圏の創出
●⾼知県嶺北地域（⽔源域）と⾹川県⾼松市（利⽔域）の強みを活か

し、環境と経済の好循環を⽣み出す持続可能な地域づくりを推進
森林の多⾯的機能の最⼤化
●⽔源涵養、炭素吸収、⽣物多様性保全など、森林の多様な機能を

科学的に評価し、従来の林業振興に留まらず、森林の価値を最⼤
限に引き出す取り組みの実践

　今回の作業プランニング研修は愛媛県指導林家の菊池俊一郎さん
を講師に招き開催されました。
　菊池さんは、愛媛県西予市でみかん農家と所有山林での林業を行
う自伐林家です。今回の研修では少ない面積でしっかり利益を出し
ていくために追求してきた森林経営の考え方について、教えていた
だきました。
 
研修の目的
嶺北地域の林業人材の林業技術向上に加えて、森林経営ができる高
度な林業人材の育成
 
講座の位置づけ
高知県林業大学校で実施されている短期過程、リカレントコースに
はない内容の講座を開講することで、幅広い知見や技術を身に付け
た林業技術者を育成する。

　菊池さんは、今の林業従事者は作業プランニングの見積りが甘い
ことを指摘されていました。コストに見合う生産性が確保できる場
所を選択することが収益性を向上させ、ひいては安全性の確保につ
ながることを教えていただきました。
　また、森林の整備は何世代にも渡る長期的なものであり、プラン
ニングに基づき適切な伐採を行うことが持続可能な森林管理につな
がっていることも学ぶことができました。

資⾦循環の仕組み構築
●ソーシャルインパクトボンド（SIB）やクラウドファンディング

など、新しい形の投資や寄付の仕組みを通じて、環境保全と持続
可能な地域づくりのための資⾦循環の構築

⼈材育成と交流促進
●森林管理のプロフェッショナルから都市住⺠まで、幅広い層を対

象とした教育プログラムや交流イベントを実施し、森と⽔の未来
を担う⼈材の育成

政策提⾔と情報発信
●⽔源域と利⽔域の持続可能な発展に向けた研究成果の発表や提⾔

を⾏うとともに、森と⽔の⼤切さを社会に広く発信
 
　今回の研修は、こうした事業のひとつである人材育成研修事業の
一貫として実施されました。
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2. ワークスタイル

地域林業を支える多様な取り組みについて、もりとみず基金の立川さんにお話を伺いました。・・・・・・・・・・

Q：もりとみず基金では、どのような活動を行っていますか？
　私たち、もりとみず基金は、「都市と地域をつなぐ」ことをミッ
ションのひとつに掲げています。特に、都市部の人々に森の重要性
を伝え、地域の活性化につなげることを目指しています。たとえ
ば、林業の研修プログラムを開催したり、地域おこし協力隊と連携
して林業を始めたい方々を支援したりしています。
　また、データや研究結果をもとに、森の整備がどのように水資源
の安定供給に寄与するのかを可視化する取り組みも進めています。
このように、実践と研究の両面から地域と都市をつなぐ活動を展開
しています。

Q：研修プログラムではどのようなことを学べるのでしょうか？
　私たちの研修では、地域林業者や地域おこし協力隊の方々を対象
に、林業に必要なスキルや知識を体系的に学べるよう工夫していま
す。特に、「作業プランニング」の研修では、林業の収益性を見極
める力や、事業計画を立てる力を養うことを目的としています。
　たとえば、「この山は収益性があるのか？」「どのように収益化を
進めるべきか？」といった現場の課題に直結する知識やスキルを磨
きます。ただ木を切るだけではなく、経営的な視点を持つことが重
要です。

Q：小規模林業のあり方についてはどのように考えていますか？
地域によって林業の形態は異なりますが、高知県では小規模林業が
地域に根付いているケースが多いです。地域によっては森林組合と
連携したり、副業的に林業を行ったりするスタイルもあります。土
佐町や本山町でも、林業振興活動で地域おこし協力隊になった人た
ちの卒業後の定着率も高く、何らかの形で林業に携わっています。
多様性を尊重しながら、小規模林業を実践できる方々を育てていき
たいと考えています。

Q：都市部の人々に森の重要性を伝えるための取り組み
について教えてください。

　森と都市をつなぐためには、都市
部の人々に森の役割を知っていただ
くことが不可欠です。高松市などの
都市では、渇水の歴史があり、今で
もダムの貯水率を日常的に意識する
文化があります。この背景を活かし
て、森の整備が水資源の安定供給に

　会員の活動事例や支援制度の紹介、協議会の開催など様々な情報
を掲載していきます。
　ぜひ、御覧ください。

【URL】https://kochi-shoukiborin.jp/

3. 専用LINEアカウント・ホームページの紹介

小規模林業 　検索

小規模林業推進協議会
LINE公式アカウント
支援制度のご案内や自伐林家の取材記
事などを配信しています。QR コードか
らぜひ友達追加をしてみてください !

詳細については、一般財団法人もりとみず基金の公式サイト
をご覧ください▶▶▶▶▶▶https://www.moritomizu.org/

どう関わるのかを伝える機会を増やしたいと考えています。
　また、現地での体験プログラムや、地域の方々との交流を通じ
て、森の重要性を実感してもらうことも大切です。地道な活動では
ありますが、これらの取り組みを続けていきたいと思います。

Q：環境保全に関心のある企業との連携についてはどう
でしょうか？

　最近では、企業も環境面
での貢献を求められること
が増えています。特に、脱
炭素や生物多様性の保全と
いったテーマへの関心が高
まっています。その中で、
もりとみず基金としても企
業と連携し、環境保全活動
を広げる取り組みを進めて
いきたいと考えています。
　例えば、企業がCSR活動の一環として森の整備を支援する形
や、森林クレジットの活用といった方法があります。企業のニーズ
を伺いながら、地域と企業がともにメリットを享受できる仕組みを
構築していきたいです。

Q：今後の目標を教えてください。
　まだまだ活動は始まったばかりですが、「森と水をつなぐ」とい
うシンプルなコンセプトを軸に、多くの方々に私たちの活動を知っ
ていただきたいと思っています。そのために、ホームページや広報
活動を通じて情報発信を強化し、地域の魅力や可能性を広く伝えて
いきます。
　また、研修プログラムや地域おこし協力隊の支援をさらに充実さ
せることで、地域と都市、そして企業をつなぐ新しいモデルを構築
するとともに、それが山や林業者に還元できるような仕組みも同時
に作っていきたいです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「地域の林業を支え、都市とのつながりを強化することで、日本の持
続可能な未来に貢献したい」。立川さんの熱い思いが伝わるインタ
ビューでした。もりとみず基金のさらなる発展に期待が高まります。
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現場での技術指導や安全対策を支援します。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木の
選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーを派遣し
ます。派遣日数は最大 3 日間まで、会員の方の自己負担はありません。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木
の選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーの事
業地を訪問する事業です。

アドバイザー派遣 先進地現地研修

▶派遣アドバイザーに支払う報償費を補助します。 ▶現地アドバイザーに支払う報償費を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

①アドバイザー
　への報償費
②アドバイザー
　への旅費

定額。
ただし、報償費は１日当り2万4千円、宿泊費は
７千３百円、旅費は９千円を上限とします。

（※派遣日数は１人当たり最大３日間まで。1回 /年限り。）
（※通算で3年間しか利用できないものとします。）

ア ド バ イ ザ ー
派遣を申請する
者が会員である
こと

補助対象経費 補助率等 補助要件

アドバイザー
への報償費

定額
ただし、報償費は1日当たり2万4千円を上限とし
ます。

（※派遣日数は１人当たり最大３日間まで。1回 /年限り。）
（※通算で3年間しか利用できないものとします。）

先進地現地研修
申請者が会員で
あること

現場での安全対策を支援します。

作業中の思いがけない事故による怪我への補償に備えて、傷害総合
保険への加入に対して、助成をします。

保　険

▶保険加入に要する掛金を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

傷害総合保険加入
に要する掛金

2分の1以内
ただし、掛金は1人当た
り2万7千円以内
※補助額1万3千5百円が
　上限

• 傷害保険加入者が会員
であること

• 前年度に60ｍ3以上の搬
出をしていること

林材業労働災害防止協会高知県支部　 TEL.088-856-5721上記のお問合せ

労働安全衛生の向上を目的に、小規模林業を実践する方が、蜂刺
され対策として医療機関に支払う医療費に対して、助成をします。

医　療

▶蜂刺され対策として医療機関に支払う経費を補助します
補助対象経費 補助率等 補助要件

蜂刺され対策として、
医療機関に支払う経費
※経費対象は、蜂アレルギー血液検査、
処方登録受託医師診察料、自己注射管理
指導料、自動注射器購入費、毒液吸い出
し救急用具、スズメバチ忌避剤　他

2分の1以内
※自動注射器購入につ
いては1人1個までと
し、購入費の補助金の
額は5千円を上限

• 購入者が会員であ
ること

• 前年度に60ｍ3以
上の搬出をしてい
ること

４. 支援制度の紹介

作業道を作設するためのバックホウや、林内で間伐した丸太を運ぶた
めの林内作業車などの林業機械のレンタルに対して支援をします。

機械のレンタル

▶レンタル料等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助要件

レンタル及び回送
に要する経費
（消費税を除く）

2分の1以内
レンタル期間は3か月以内

バックホウ（0.25㎥規
格相当以下）、林内作
業車、ダンプトラック
等、木材の集材・運搬
に必要な機械

安全装備の導入を支援します。

労働災害を防止するために着用する安全装備等の導入に対して支援
をします。※一度補助を受けた方も、2年経過かつ前年度60ｍ3以上
の搬出があれば、再度補助が受けられます。

安全装備

▶安全装備購入費等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助対象品

安全装備等の購入費
ただし、指定された
3つの特別教育をす
べて受講した者

２分の１以内
ただし、1人当たり
の購入費４万円が
上限

保安帽、防振手袋、チェーンソー
防護服など

林材業労働災害防止協会高知県支部　 
TEL.088-856-5721

上 記 の
お問合せ

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4602

上 記 の
お問合せ

機械のレンタルを支援します。

林業の担い手確保のために支援します。

自分で、自分の山の手入れをする場合 間伐材の搬出等を行うために必要な作業道を整備する場合

間　伐 作業道

対象林齢 11年生以上 ス　ギ：31～70年生
ヒノキ：31～90年生

事業名 公益林保全整備事業（保育間伐） 森林整備事業（搬出間伐）

事業規模 0.1ha以上／施行地

伐採率 30％ 30％ 20％

補助条件
など

保安林又は市町村森林整備計画に規
定する公益的機能が高い森林で国庫
補助事業の対象とならない人工林

国庫補助事業の対象とならない
人工林

補助金額 定額 59,000円/ha 定額 122,000円/ha 定額 81,000円/ha

補助事業内容 補助金額

作業道路網の種類 路面整備 開設

作業道1.5m（幅員2.0m未満） 1mあたり100円 1mあたり300円

作業道2.0m（幅員2.5m未満） 1mあたり130円 1mあたり500円

作業道2.5m（幅員3.0m未満） 1mあたり150円 1mあたり700円

作業道3.0m（幅員3.0m以上） 1mあたり200円 1mあたり1,000円

高知県木材増産推進課　 TEL.088-821-4602上記のお問合せ
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